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同
窓
会
の
皆
様
、
私
は
、
昨
年

2
0
1
7
年
４
月
か
ら
城
北
学
園
の

理
事
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
井
上
善

雄
と
申
し
ま
す
。皆
様
方
に
は
、日
頃

O
B
の
立
場
か
ら
学
校
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
城
北
学
園
の
創
立
者
の
一

人
で
あ
る
井
上
源
之
丞
の
曾
孫
に
あ

た
り
、
理
事
と
し
て
19
年
間
学
園
の

経
営
に
も
参
画
し
て
参
り
ま
し
た
。

理
事
長
と
し
て
こ
の
学
園
が
有
効
な

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
財
政
的
、
経
営
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
約
16
年

間
の
企
業
経
営
者
と
し
て
の
経
験
を

　

母
校
城
北
学
園
は
昭
和
16
年
に
創

設
さ
れ
、
今
年
で
76
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
卒
業
生
も
３
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
同
窓
会
活
動
は
44
歳
か
ら

83
歳
に
わ
た
る
40
名
の
幅
広
い
年
齢

層
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
心
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
頂

き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
年
９
回
ほ

ど
の
会
議
に
出
席
し
て
頂
く
の
が
必

須
の
条
件
と
な
り
ま
す
。
各
委
員
会

の
委
員
に
は
、
さ
ら
な
る
日
数
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
交
通
費
や
若
干
の
手

当
は
出
ま
す
が
、
奉
仕
活
動
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
６
～
７
年
で
同
窓
会
規
約
が

確
立
し
、
年
中
行
事
も
固
定
化
し
て

き
ま
し
た
。
同
窓
会
の
今
後
の
課
題

は
、
会
報
の
発
行
方
法
あ
る
い
は
配

布
方
法
の
再
検
討
、
お
よ
び
在
校
生

の
諸
活
動
へ
の
援
助
強
化
を
図
る
こ

と
で
す
。
こ
の
２
項
を
満
た
し
て
い

く
に
は
同
窓
会
の
保
有
金
を
増
や
し

て
い
く
事
で
す
が
、
低
金
利
の
現
状

下
で
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。

正
に
難
問
山
積
と
言
っ
た
苦
し
い
状

況
で
す
。
そ
こ
で
、気
持
ち
的
に
は
、

よ
り
若
返
る
同
窓
会
を
目
指
し
て
い

の
城
北
生
に
も
確
か
に
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

我
々
の
同
窓
会
も
ま
た
、
こ
う
し

た
城
北
独
自
の
校
風
・
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を

期
し
て
、
活
動
の
重
要
施
策
で
あ
る

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
実
施
」「
会
報

誌
の
発
行
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
化
」「
学
園
在
校
生
へ
の
援
助
」

な
ど
の
課
題
を
通
し
て
、
会
員
相
互

の
交
流
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
役
員
（
常
任
幹
事
運
営

委
員
）
の
若
返
り
を
図
り
、
同
窓
会

の
世
代
交
替
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
副
会
長
を
拝
命
し
ま
し

た
宮
川
正
人
と
申
し
ま
す
。
中
学
・

高
校
は
城
北
学
園
、
大
学
は
日
体
大

に
進
学
し
ま
し
た
。
日
体
大
で
は
陸

上
部
（
走
り
高
跳
び
）
に
所
属
し
、

厳
し
い
練
習
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で

し
た
。
卒
業
と
同
時
に
城
北
学
園
へ

奉
職
。
５
年
前
に
定
年
退
職
す
る
ま

で
の
43
年
間
、
体
育
の
教
員
お
よ
び

水
泳
部
の
顧
問
と
し
て
、
全
国
大
会

を
め
ざ
し
生
徒
の
育
成
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。

　

自
分
の
卒
業
し
た
学
校
の
こ
と
を

母
校
と
呼
び
ま
す
が
、
自
分
に
と
っ

て
城
北
は
正
し
く
自
分
を
生
ん
で
育

て
て
く
れ
た
母
校
で
あ
り
、
感
謝
の

気
持
ち
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

現
役
の
教
員
時
代
は
時
間
の
制
約

も
あ
っ
て
、
同
窓
会
の
活
動
に
も
な

か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

退
職
し
た
現
在
、
母
校
へ
の
「
恩
返

し
」
と
し
て
、
同
窓
会
の
活
動
を
通

卒
業
後
は
日
大
・
中
大
・
早
大
と
法

学
部
を
渡
り
歩
き
、
現
在
は
、
行
政

書
士
・
宅
建
士
そ
し
て
議
会
で
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
同
窓

会
活
動
は
、
常
任
幹
事
運
営
委
員
会

の
委
員
、
会
長
選
挙
管
理
委
員
長
も

拝
命
し
芝
崎
前
会
長
体
制
に
お
い
て

初
め
て
の
副
会
長
を
経
験
し
今
日
に

至
り
ま
す
。

　

近
年
の
同
窓
会
は
、
決
し
て
豊
か

で
な
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
、
学
園

祭
で
の
芋
煮
会
、
ク
ラ
ブ
報
奨
金
制

度
、
奨
学
金
の
充
実
等
々
、
学
園
と

同
窓
会
と
の
関
係
は
急
速
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
同
窓
会
は

課
題
山
積
で
す
。
若
井
新
会
長
を
全

力
で
お
支
え
し
て
参
り
ま
す
故
、
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
会
報
誌
で
は
得
ら
れ
な
い
便
利
さ

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
体
験
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

「
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
」「
会
報
誌
」

「
あ
の
人
は
い
ま
」「
城
北
学
園
昔
と

今
」「
常
任
幹
事
会
よ
り
」
等
の
ペ

ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
が

思
い
つ
く
様
々
な
項
目
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

投
稿
も
出
来
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
設
さ
れ
て
10
年
近
く
経
ち
ま
す

の
で
、
同
期
会
で
は
さ
ら
に
使
い
勝

手
を
よ
く
し
、
同
期
会
活
動
が
「
見

え
る
化
」
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

目
指
し
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

生
か
し
て
、
城
北
学
園
の
「
世
界
に

向
け
た
窓
」
に
な
れ
れ
ば
と
も
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

人
生
で
最
も
多
感
な
青
春
時
代

を
、
共
に
城
北
学
園
で
学
び
、
尊
い

師
に
出
会
い
、
多
く
の
優
れ
た
友
と

の
強
い
絆
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
皆

様
に
と
っ
て
生
涯
の
宝
物
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

理
事
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
教
職

員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
城
北

学
園
建
学
の
精
神
と
教
育
理
念
の
具

現
化
に
、
今
後
益
々
努
力
を
致
す
と

共
に
、
同
窓
会
の
皆
様
と
の
大
切
な

ご
縁
を
し
っ
か
り
守
っ
て
参
り
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
６
月
３
日
、
定
例
の
同
窓
会

総
会
お
よ
び
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
が
、

母
校
の
城
北
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
は
安
田
幹
事
長
の
司
会
で

開
会
。
芝
崎
有
宏
会
長
、
薗
口
穰
理

事
、
小
俣
力
校
長
、
篠
塚
友
明
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
提
出
議
案

の
順
次
説
明
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

①�

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
活

動
報
告

　

②
平
成
28
年
度
決
算
報
告

　

③
監
査
報
告

　

④�

平
成
29
年
度
事
業
計
画
及
び
活

動
計
画

　

⑤
平
成
29
年
度
予
算

　

⑥�

次
期
会
長
承
認

　

⑦
新
会
長
紹
介
挨
拶

　

ひ
き
続
き
大
食
堂
に
て
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
を
開
催
。
3
0
0
人
近
く
の

出
席
者
を
得
て
、
交
歓
と
歓
談
の
宴

が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

し
て
、
母
校
の
支
え
の
一
助
と
な
る

こ
と
も
可
能
か
と
考
え
、
こ
の
度
の

副
会
長
の
重
責
を
お
引
き
受
け
し
た

次
第
で
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
が
、
困
難
も
多
く
活
動
も
立
ち

止
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
難
題
を
解

く
頭
脳
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

城
北
学
園
同
窓
会
の
皆
様
、
若
井

康
裕
会
長
発
足
に
伴
い
、
前
期
に
引

き
続
き
二
期
目
の
副
会
長
に
ご
推
挙

い
た
だ
き
ま
し
た
内
野
大
三
郎
（
41

回
生
）
と
申
し
ま
す
。
多
く
の
輝
か

し
い
ご
経
歴
を
お
持
ち
の
諸
先
輩
が

い
る
中
で
こ
の
よ
う
な
大
役
を
引
き

続
き
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
、
そ
の
重
責
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た

び
お
引
き
受
け
し
た
以
上
、
城
北
学

園
の
生
徒
は
も
と
よ
り
同
窓
の
先
輩

後
輩
の
み
な
ら
ず
そ
の
ご
父
兄
に
至

る
ま
で
、
関
係
す
る
方
々
が
「
学
園

の
進
学
率
が
上
が
り
卒
業
生
の
社
会

で
の
活
躍
が
目
ざ
ま
し
い
！
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
粉
骨
砕
身
、
学
園
発

展
に
尽
力
す
る
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。

　

私
は
、
中
高
時
代
は
水
球
で
中
学

３
年
間
全
国
大
会
連
続
出
場
、
３
年

次
に
は
全
国
優
勝
し
、
高
校
３
年
間

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
連
続
出
場
、

３
年
次
に
は
東
京
都
代
表
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
ま
し
た
。
文
武
両
道
に

は
ほ
ど
遠
い
学
園
生
活
で
し
た
が
、

総会風景
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─
29
年
度
─

　

大
盛
況
の
総
会
・

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

若
井
康
裕
会
長
の

　新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

若
井
康
裕
会
長
の

　新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

副
会
長

　宮
川 

正
人
（
18
回
生
）

　

平
成
29
年
６
月
の
同
窓
会
総
会
に

於
い
て
、
第
７
代
会
長
に
選
任
さ
れ

た
若
井
康
裕
と
申
し
ま
す
。
昭
和
36

年
度
卒
業
の
14
回
生
で
柔
道
部
の
出

身
で
す
。

　

学
園
生
活
の
思
い
出
と
し
て
は
、

高
校
２
年
の
秋
、
柔
道
新
人
戦
都
大

会
で
団
体
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
た
こ

と
。並
び
に
、丸
山
先
生
ご
指
導
の
下
、

体
育
委
員
長
と
し
て
生
徒
会
長
と
一

緒
に
体
育
祭
を
牽
引
し
、
大
い
に
盛

り
上
げ
て
成
功
に
導
い
た
こ
と
で
す
。

　

同
窓
会
活
動
に
は
12
年
前
よ
り
参

加
し
、
書
記
お
よ
び
会
計
を
担
当
し

て
参
り
ま
し
た
。
城
北
の
建
学
の
精

神
に「
質
実
厳
正
」と
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
し
た
精
神
は
「
大
学
進
学
と
運

動
」
の
両
立
を
理
想
と
す
る
、
今
日

　

同
窓
会
で
は
経
費
節
減
の
一
環
と

し
て
、
紙
の
会
報
誌
に
代
わ
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
会
報
誌
を

閲
覧
し
て
頂
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
同
窓
会
会
員
３
万
4
7
1
2

名
の
う
ち
、
住
所
が
判
明
し
て
い
る

１
万
9
2
9
4
名
へ
の
郵
送
費
を
削

減
す
る
の
で
す
（
数
字
は
2
0
1
7

年
３
月
卒
業
ま
で
）。
昨
年
度
の
同

窓
会
の
支
出
予
算
は
5
3
7
万
円
で
、

そ
の
う
ち
会
報
誌
の
郵
送
代
だ
け
で

１
４
１
万
円
強
（
実
績
）
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。
実
に
、
同
窓
会
の
全
体

の
支
出
の
26
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
郵
送

を
一
挙
に
止
め
る
の
で
は
な
く
、
段

階
的
に
移
行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
の
会
報
誌
は
全
員
へ
郵

送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
は
60
歳

以
上
の
方
に
の
み
郵
送
し
、
そ
の
次

の
年
に
は
70
歳
以
上
の
方
に
限
定
し

た
郵
送
と
し
、
そ
の
後
は
様
子
を
み

な
が
ら
最
終
的
に
は
郵
送
を
全
廃
し

て
郵
送
費
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
い
う

考
え
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
年
で
郵
送
費
を
６
割
以
上
と
８
割

以
上
、
金
額
に
し
て
ほ
ぼ
90
万
円
と

1
1
5
万
円
強
を
節
減
で
き
る
計
算

と
な
り
ま
す
。
節
減
で
き
た
分
は
同

窓
会
の
活
性
化
、
特
に
「
母
校
が
行

う
事
業
に
対
す
る
協
力
」
や
「
在
校

生
に
対
す
る
援
助
」
に
使
用
す
る
予

定
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
は
い
つ
で
も
会
報
誌
を

み
る
こ
と
が
で
き
、
過
去
の
会
報
誌

も
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、

文
字
サ
イ
ズ
を
変
更
で
き
る
等
、
紙

会
長　若

井 

康
裕
（
14
回
生
）

副
会
長

　石
川 

雅
弥
（
13
回
生
）

幹
事
長

　安
田 

正
昭
（
13
回
生
）

　

就
任
の
挨
拶

�

理
事
長

　井
上
善
雄

　

副
会
長

　内
野
大
三
郎（
41
回
生
）



　

薗
口
穣
前
理
事
長

　
　

東
京
都
の
教
育
功
労
賞
を
受
賞

　
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
東
京
大
会

　
　

城
北
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
準
優
勝

　
文
化
祭
で
大
好
評

　
　
　

同
窓
会
の
芋
煮
汁

�

西
原

　正
騎（
46
回
生
）

　
　

　

城
北
ラ
グ
ビ
ー
部

　
　

70
周
年
記
念
祝
賀
会
を
迎
え
て
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去
る
10
月
２
日
、
平
成
29
年
度
東

京
都
功
労
者
の
表
彰
式
が
都
庁
大
会

議
場
で
行
わ
れ
、
城
北
学
園
の
薗
口

穣
前
理
事
長
が
教
育
功
労
賞
を
受

賞
、
小
池
都
知
事
よ
り
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
都
の
私
立
学
校
教
育

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

最
も
顕
著
と
認
め
ら
れ
た
方
に
贈
ら

れ
ま
す
。
薗
口
前
理
事
長
は
平
成
11

年
よ
り
城
北
学
園
の
理
事
と
し
て
、

15
年
か
ら
は
理
事
長
と
し
て
、
学
園

の
教
育
環
境
の
改
善
・
改
革
に
努

め
、
そ
の
向
上
・
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
都
の
私
学
財

団
理
事
と
し
て
、私
学
教
育
の
振
興・

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

去
る
12
月
17
日
、
東
京
都
高
校
野

球
Ｏ
Ｂ
連
盟
主
催
の
マ
ス
タ
ー
ズ
東

京
大
会
決
勝
戦
が
神
宮
球
場
で
行
わ

れ
、「
城
北
」
と
「
國
學
院
久
我
山
」

で
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
國
學
院
久
我
山
が
終
始
リ

ー
ド
、
中
山
桂
太
監
督
率
い
る
城
北

も
、
最
終
回
に
驚
異
的
な
粘
り
を
み

せ
ま
す
が
、
あ
と
一
歩
の
反
撃
が
及

ば
ず
、
11
対
５
で
惜
し
く
も
優
勝
を

逃
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
の
連
盟
に
は
、
現
在
23
校

の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
城
北
の
準
優
勝
は
マ
ス
タ
ー
ズ

参
戦
２
年
目
の
快
挙
で
し
た
。

　

な
お
、
阪
神
甲
子
園
球
場
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園

全
国
大
会
（
全
国
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
連

盟
主
催
）
は
、
ま
ず
、
國
學
院
久
我

山
と
前
年
の
霸
者
・
立
川
が
春
の
東

京
代
表
決
定
戦
に
臨
み
、
そ
の
勝
者

が
東
京
代
表
と
し
て
、
秋
の
マ
ス
タ

ー
ズ
甲
子
園
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
祭
は
年
に
一
度
の
生
徒
の
祭

典
で
す
。
今
回
も
９
月
30
日
（
土
）

10
月
１
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
在
校
生

と
の
交
流
を
目
的
に
、
毎
年
、
文
化

祭
に
参
加
、
高
校
棟
の
中
庭
で
「
芋

　

現
在
、
皇
居
の
近
く
の
半
蔵
門
で

弁
護
士
を
し
て
お
り
ま
す
西
原
正
騎

と
申
し
ま
す
。
平
成
５
年
度
の
卒
業

生
で
、
45
回
生
で
す
。

　

私
は
、
城
北
に
在
籍
し
た
中
学
・

高
校
の
６
年
間
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

今
年
創
部
70
周
年
を
迎
え
、
夏
に
、

盛
大
な
70
周
年
記
念
祝
賀
会
が
池
袋

の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
Ｏ
Ｂ
と
し
て

は
、
国
体
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
先
輩
方

や
、
元
日
本
代
表
の
増
保
輝
則
先
輩

も
参
加
さ
れ
、
来
賓
の
方
々
を
含
め

総
勢
２
０
０
名
が
集
ま
り
、
大
変
盛

況
な
会
で
、
名
門
城
北
ラ
グ
ビ
ー
部

の
70
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
式
典
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
輝
か
し
い
実
績
を
も

つ
城
北
ラ
グ
ビ
ー
部
で
す
が
、
私
の

代
は
、
今
も
城
北
で
教
鞭
を
と
っ
て

い
る
平
井
先
生
が
丁
度
赴
任
一
年
目

の
時
で
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
、
や

は
り
厳
し
い
指
導
の
下
（
笑
）、
雨

の
日
も
、
雪
の
日
も
、
ひ
た
す
ら
練

習
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
す
が
、

特
段
誇
れ
る
べ
き
結
果
を
残
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
言
っ
て
も
、
今
に
な
っ
て
思
え

ば
、
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
当
時
は
そ
も
そ
も
ラ
グ
ビ

ー
の
プ
ロ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

ま
た
な
れ
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
よ
り
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
何
よ

り
「
本
気
で
や
る
か
ど
う
か
」
が
大

事
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
卒
業
後
、
中
央
大
学
に
進

み
、
司
法
試
験
を
結
果
的
に
何
度
も

受
け
ま
し
た
。
諦
め
そ
う
に
な
っ
た

時
、
自
分
の
心
の
支
え
に
な
っ
た
の

は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
練
習
を
一
度
も

逃
げ
出
す
こ
と
な
く
乗
り
切
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
毎
日
、
毎
日
、
本
気
で

や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
く
る

自
負
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

仕
事
柄
、
少
年
事
件
を
取
り
扱
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
警
察
の
留
置
所

に
接
見
に
行
く
と
、
そ
こ
に
あ
ど
け

な
い
顔
を
し
た
中
学
生
や
高
校
生
の

子
が
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
学

生
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
受
け
子
と
い

っ
て
、
高
齢
者
か
ら
金
銭
を
授
受
す

る
役
を
請
け
負
っ
て
捕
ま
っ
た
り
も

す
る
の
で
す
。

　

な
ん
で
、
中
高
生
が
こ
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
な
、
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
高
校
生
の
時
は
部
活
と
日
々
の

授
業
の
復
習
で
精
一
杯
で
、
ま
さ
に

「
着
実
・
勤
勉
・
自
主
」
を
絵
に
描

い
た
よ
う
な
高
校
生
で
し
た（
笑
）。

　

た
だ
、
城
北
で
ラ
グ
ビ
ー
に
出
会

わ
ず
、
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
に
巡

り
会
わ
な
か
っ
た
ら
、
警
察
の
お
世

話
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
極
端
で
す

が
、
自
分
も
ど
う
な
っ
て
い
た
か
分

か
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境

に
い
ら
れ
た
こ
と
自
体
が
幸
せ
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
最
近
は
強
く
感
じ

ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
環
境
を
作
っ
て
く
れ

た
城
北
の
先
生
方
や
、
親
に
は
感
謝

し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

道
を
誤
っ
て
し
ま
っ
た
少
年
た
ち

に
自
分
の
経
験
か
ら
一
生
懸
命
、
今

し
か
で
き
な
い
部
活
や
勉
強
等
に
本

気
で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
説

い
て
は
い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、

少
し
で
も
伝
わ
っ
て
、
更
生
の
一
助

に
な
れ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
な
が
ら

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
で
42
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま

だ
週
末
は
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
所
属
チ
ー
ム
に
は
、
城

北
の
先
輩
や
同
輩
が
数
人
い
ま
す
。

先
日
も
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
15
人
中
４

人
が
城
北
生
で
し
た
。

　

来
年
は
、
城
北
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
初
め
て
触
っ
て

か
ら
30
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

す
。
今
ま
で
に
、
大
怪
我
を
し
て
入

院
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

城
北
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
80
周
年
を

迎
え
る
頃
も
現
役
で
ラ
グ
ビ
ー
を
や

っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
と
に
か
く
何
事

に
も
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に
は
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
増
保
先
輩
が
そ

の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
最
近
は
サ
ッ
カ
ー
や

野
球
に
押
さ
れ
、
人
気
が
落
ち
て
い

る
ラ
グ
ビ
ー
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の

人
気
が
ま
た
高
ま
る
と
と
も
に
、
名

門
城
北
ラ
グ
ビ
ー
部
の
復
活
を
期
待

し
て
い
ま
す
。（
弁
護
士
）

煮
汁
」
の
販
売
を
始
め
て
４
年
に
な

り
ま
す
。
と
て
も
美
味
し
い
と
評
判

で
、
文
化
祭
に
は
欠
か
せ
な
い
城
北

名
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
理
は
地
元
の
親
睦
を
か
ね
て
、

毎
年
、
桜
川
２
丁
目
町
会
・
茂
呂
町

会
の
婦
人
部
の
方
々
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
芋
煮
汁
の
器
を
一
回
り
大

き
く
し
、
具
も
肉
・
し
め
じ
を
多
め

に
入
れ
て
、
よ
り
美
味
し
い
芋
煮
汁

に
仕
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

一
杯
２
０
０
円
の
芋
煮
汁
を
２
日

で
７
０
０
杯
、
そ
れ
も
正
午
過
ぎ
に

全
て
完
売
と
い
う
、
驚
く
ほ
ど
の
売

れ
行
き
で
し
た
。
売
上
は
２
日
で
16

万
円
少
々
。「
活
動
の
成
果
は
す
べ

て
生
徒
に
還
元
す
る
」
と
い
う
同
窓

会
の
方
針
か
ら
、
今
年
も
10
万
円
ほ

ど
生
徒
会
へ
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●あなたのパソコンを次にクリックしてみて下さい。http://johoku-obkai.com/

実行委員会のメンバー

営業時間　PM5：00〜10：00
定休日　毎週火曜日・第 3 水曜日

平成26年度「厚生労働大臣賞」受賞

TEL 048（644）1551（代）
FAX 048（644）1552

TEL 03-3960-7683㈹ 休日・夜間 03-3961-8181
FAX 03-3960-7561 携帯 080-6556-3548

創業70年
上板橋で唯一の寿司専門店！

魚 長
（うおちょう）

〒174-0076 板橋区上板橋2-2-16
（旧川越街道に面す）
☎03-3933-0616

尾崎 勝良（15回生）



　

愚ぐ

行こ

う

山や

ま

を
移
す

�

野
本

　一
幸（
23
回
生
）

　

　

ギ
ネ
ス
記
録
と
近
藤
薫
明
校
長

�

清
水

　康
二（
35
回
生
）

　

　

城
北
と
の
「
縁
」

�

大
庭

　純（
32
回
生
）
　

　

同
期
会

�

網
野

　あ
や
お（
30
回
生
）
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人
は
多
く
の
人
と
当
た
り
前
の
よ

う
に
出
会
い
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

出
会
い
の
可
能
性
や
確
率
は
低
い
も

の
で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
私
が
城

北
に
入
学
し
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
の
仲

間
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方

か
ら
教
え
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
に
す
ぎ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て

は
限
り
な
く
貴
重
な「
縁
」で
あ
り
、

そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
学
生
時
代
、
自
転
車
で
国
内

外
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
は
冷

　

私
が
城
北
中
学
校
に
入
学
し
た
の

は
1
9
7
2
年
の
こ
と
で
し
た
。
ち

ょ
う
ど
30
周
年
の
記
念
の
年
で
、
落

成
し
た
ば
か
り
の
講
堂
の
前
で
記
念

撮
影
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
今
と
違
っ
て
、
中
学
は
生

徒
数
1
0
0
名
、
A
・
B
の
２
ク
ラ

ス
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
町
山
荘
で

の
林
間
学
校
や
修
学
旅
行
な
ど
の
行

事
は
、
い
つ
も
２
ク
ラ
ス
一
緒
に
行

い
ま
す
の
で
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ

た
こ
と
は
な
く
て
も
、
全
員
の
名
前

は
知
っ
て
い
る
と
い
う
、
な
か
な
か

密
度
の
濃
い
仲
間
た
ち
で
し
た
。

　

そ
ん
な
我
々
で
し
た
が
、
こ
と
同

期
会
と
な
る
と
、
高
校
卒
業
後
10
年

　
「
柔
道
部
員
４
人
は
C
ブ
ロ
ッ
ク

へ
、
急
い
で
！
」
前
年
に
続
い
て
高

２
有
志
代
表
の
緊
張
し
た
声
が
響
く
。

5
8
1
0
人
が
ひ
し
め
く
校
庭
を
４

人
が
走
る
。「
人
間
椅
子
」
の
切
れ

目
を
部
員
が
ふ
さ
い
だ
瞬
間
合
図
が

上
が
り
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
世
界
記
録

更
新
を
達
成
し
た
。
文
化
祭
で
の
感

動
的
な
体
験
だ
っ
た
。
こ
の
高
１
の

時
の
出
来
事
が
、
そ
の
後
に
生
徒
会

長
、
学
園
祭
実
行
委
員
長
を
や
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

入
学
は
昭
和
52
年
、
中
・
高
一
貫

２
ク
ラ
ス
・
96
名
と
共
に
、
卒
業
の

　

今
か
ら
約
半
世
紀
も
前
の
話
に
な

り
ま
す
が
、
私
が
、
城
北
学
園
を
選

ん
だ
の
は
、「
城
北
は
、
生
徒
が
成

長
す
る
た
め
に
先
生
が
全
力
を
注
い

で
く
れ
た
り
、
卒
業
生
も
機
会
が
あ

る
ご
と
に
顔
を
出
し
、
後
輩
の
話
を

聞
い
て
く
れ
る
な
ど
、
在
校
生
間
の

つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
在
校
生
・

卒
業
生
・
先
生
が
と
も
に
歩
ん
で
行

く
、〈
和
〉
を
大
切
に
す
る
学
校
で

あ
る
」
と
聞
き
、
非
常
に
感
銘
を
受

け
た
か
ら
で
す
。

　

中
学
・
高
校
と
６
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、
高
校
卒
業
の
際
に

は
、
体
育
科
の
宮
川
先
生
、
今
は
日

体
大
に
移
ら
れ
た
清
原
伸
彦
先
生
よ

り
懇
切
丁
寧
な
進
路
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
余
談
に
な

り
ま
す
が
、
私
が
記
念
す
べ
き
１
万

人
目
の
城
北
高
校
卒
業
生
で
あ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
一
度
は
会
社
員

に
な
っ
た
も
の
の
、
中
高
で
自
主
性

を
重
ん
じ
た
教
育
を
受
け
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
で
、
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
を
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
政
治
家
に
な
る
決
断
を
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
私
は
政
治
家
と

し
て
の
知
識
・
経
験
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
会
社
を
退
職
し
た
後
、
昭

和
62
年
に
衆
議
院
議
員
の
秘
書
を
務

め
、
政
治
家
に
な
る
た
め
に
必
要
な

知
識
修
得
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
の
市
議
会
議
員
選

に
出
馬
す
る
こ
と
を
決
心
し
、
平
成

３
年
に
初
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
７
期
目
を
迎
え
、
現

在
は
、
議
長
の
職
を
仰
せ
つ
か
っ
て

い
ま
す
が
、城
北
学
園
に
お
い
て
、人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
教

え
て
頂
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
地
方
議
会
の
存
在
意
義
等

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
す
が
、
母
校
の
校
訓

で
も
あ
る
、
着
実
・
勤
勉
・
自
主
を

肝
に
命
じ
、
価
値
観
が
多
様
化
し
た

現
代
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
住
民
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
適
合
し
た
議
会
運
営
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
市
議
会
議
長
）

ほ
ど
し
て
、
簡
単
な
も
の
が
一
度
開

催
さ
れ
た
き
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ま
た
同
期
会

を
や
ろ
う
か
と
い
う
話
が
出
た
の
は

2
0
1
0
年
の
こ
と
で
す
。
皆
も
う

50
歳
の
声
を
き
き
、
仕
事
に
も
余
裕

が
で
き
て
き
た
頃
合
い
で
、
も
う
一

度
友
人
た
ち
に
会
っ
て
あ
の
頃
に
戻

っ
て
話
を
し
た
い
、
そ
ん
な
思
い
か

ら
で
し
た
。

　

有
志
が
集
ま
り
何
度
か
会
合
を
持

ち
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
す
る
こ
と

が
多
く
、
皆
忙
し
い
中
、
遅
々
と
し

て
計
画
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
、
同
窓
会
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
業
者
の
方
と
知
り
合
い

に
な
り
、
そ
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
2
0
1
1
年
秋
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
30
名
強
の
参
加
が
あ
り
、

始
め
は
み
な
オ
ッ
サ
ン
に
な
っ
た
風

貌
に
、
若
々
し
か
っ
た
頃
の
面
影
を

探
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
も

の
で
今
、
目
の
前
に
い
る
の
が
誰
だ

か
わ
か
る
と
、
そ
の
瞬
間
、
当
時
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
、
無
闇
に
う

れ
し
く
な
っ
て
来
ま
す
。

　
「
城
北
に
い
た
あ
の
頃
は
、
夏
は

暑
か
っ
た
し
、
冬
の
寒
さ
は
ひ
と
し

お
だ
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な

と
て
も
楽
し
か
っ
た
ん
だ
ね
。
そ
う

で
な
け
り
ゃ
、
あ
ん
な
風
に
会
っ
た

瞬
間
に
昔
に
戻
る
こ
と
な
ん
て
で
き

な
い
よ
。
お
れ
も
あ
の
頃
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
し
、
こ
う
し
て
城
北
時

代
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い

よ
。」
友
人
に
こ
う
言
わ
れ
、
私
も

ま
っ
た
く
同
感
で
し
た
。

　

同
期
会
の
後
も
交
誼
は
続
き
、
中

に
は
大
町
山
荘
に
小
旅
行
に
出
か
け

た
友
人
も
い
ま
す
。
卒
業
生
に
は
宿

泊
さ
せ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
温
泉

も
あ
り
、
食
事
も
と
て
も
美
味
し
か

っ
た
そ
う
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
７
年
、
も
う
じ
き
60
歳

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
ま

た
同
期
会
の
計
画
を
立
て
な
く
て
は

い
け
な
い
な
ぁ
と
考
え
て
い
る
こ
の

ご
ろ
で
す
。�

（
会
社
勤
務
）

58
年
３
月
ま
で
６
年
間
を
皆
勤
で
過

ご
し
た
。
中
学
担
任
は
檜
枝
岐
村
秘

境
修
学
旅
行
を
企
画
さ
れ
た
今
井
正

司
先
生
（
地
理
）
と
、
後
に
、
第
５

代
校
長
に
な
ら
れ
る
加
藤
健
治
先
生

（
数
学
）。
同
級
生
に
は
藤
原
君
（
現

城
北
教
員
）、
仲
栄
真
君
（
現
城
北

城
水
会
会
長
）、
阿
部
君
（
現
ハ
ン

ガ
リ
ー
剣
道
連
盟
監
督
）、
ほ
か
湯

原
、
安
井
、
古
谷
、
大
島
君
な
ど
多

士
済
々
な
仲
間
が
お
り
、
充
実
し
た

学
校
生
活
を
過
ご
せ
た
。

　

卒
業
直
前
に
３
年
K
・
L
一
貫
組

だ
け
の
卒
業
文
集
を
作
ろ
う
と
い
う

事
に
な
り
、
取
材
で
近
藤
薫
明
元
校

長
宅
に
親
友
の
伊
藤
君
と
訪
問
し
た

こ
と
が
あ
る
。
玄
関
を
開
け
る
と
奥

様
が
三
つ
指
を
つ
い
て
深
く
お
辞
儀

さ
れ
た
の
に
は
大
層
驚
き
、
い
た
く

恐
縮
し
た
。

　

高
校
卒
業
前
後
は
今
に
し
て
思
え

ば
城
北
の
激
動
期
だ
っ
た
と
思
う
。

39
年
間
校
長
を
勤
め
ら
れ
た
近
藤
校

長
が
、
城
北
埼
玉
高
校
の
理
事
長
と

し
て
移
ら
れ
た
の
は
、
私
が
高
１
に

な
る
55
年
。
今
井
先
生
を
は
じ
め
、

佐
藤
勉
先
生
、
笹
倉
強
先
生
他
、
10

名
の
ベ
テ
ラ
ン
・
中
堅
の
先
生
方
も

移
ら
れ
た
。
他
方
、
戸
山
高
校
校
長

で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
原
晋
校
長
を
迎

え
た
が
、
60
年
に
宇
川
徹
也
校
長
に

代
わ
ら
れ
る
な
ど
、
在
学
・
卒
業
前

後
の
わ
ず
か
９
年
間
に
４
人
の
校
長

が
代
わ
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
城
北
予

備
校
が
62
年
に
閉
校
し
た
。

　

高
１
の
担
任
は
加
藤
健
治
先
生
、

高
２
・
高
３
は
国
語
の
渡
辺
修
先
生

だ
っ
た
。
高
３
の
夏
、
大
学
進
学
の

相
談
で
渡
辺
先
生
に
「
将
来
城
北
の

教
師
を
や
り
た
い
で
す
」
と
告
げ
る

と
「
薫
明
元
校
長
も
私
も
國
学
院
大

学
を
出
て
い
る
。
教
師
に
な
り
た
け

れ
ば
こ
こ
に
行
け
」
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
入
学
し
た
。
卒
業
後
は
マ
ス
コ
ミ

業
界
に
就
職
し
て
し
ま
っ
た
が
、
仲

人
も
お
願
い
し
た
恩
師
で
あ
る
。

�

（
会
社
勤
務
）

戦
期
で
社
会
主
義
国
を
旅
し
た
時
の

イ
ン
パ
ク
ト
が
と
て
も
強
烈
で
し
た
。

特
に
当
時
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
、

異
民
族
に
対
し
て
の
排
他
的
な
虐
待

か
ら
命
か
ら
が
ら
逃
げ
だ
さ
な
く
て

い
け
な
い
状
況
に
も
何
回
か
遭
遇
し
、

単
な
る
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
し

て
で
は
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
、「
平
和
」「
自
由
」
そ
し
て
「
豊

か
さ
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
思

い
起
こ
せ
ば
、
現
在
の
よ
う
に
す
ぐ

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
瞬
時
に
入
手
で
き
な
か
っ
た
時
代

の
中
、
未
知
の
世
界
へ
飛
び
出
す
こ

と
に
背
中
を
押
し
、
多
く
の
こ
と
に

目
を
向
け
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
中

高
６
年
間
を
通
じ
自
由
な
文
化
や
民

主
的
な
風
土
を
持
っ
た
校
風
の
中

で
、「
学
び
」
や
「
気
づ
き
」
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

未
熟
な
私
と
辛
抱
強
く
向
き
合
っ
て

く
れ
た
同
期
の
仲
間
、
諸
先
輩
や
後

輩
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

未
だ
こ
の
「
縁
」
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
今
の
自
分
が
あ
り
、
私

の
人
生
に
と
っ
て
城
北
と
の
「
縁
」

は
か
け
が
え
の
な
い
運
命
的
な
も
の

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

私
は
20
年
前
に
立
ち
上
げ
た
小
さ
な

会
社
を
運
営
し
な
が
ら
、
私
立
高
校

の
社
会
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
教

壇
に
立
っ
て
い
ま
す
。
恩
師
で
あ
る

城
北
の
先
生
方
の
影
響
か
ら
も
教
員

を
目
指
し
て
い
た
私
で
あ
り
ま
し
た

が
、
大
学
卒
業
後
、
一
度
は
教
壇
に

立
ち
な
が
ら
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
っ

た
ゆ
え
、
そ
の
目
的
に
取
り
組
め
な

か
っ
た
当
時
の
「
宿
題
」
に
再
度
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

年
、
同
窓
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
城

北
と
の
深
い
「
縁
」
に
感
謝
す
る
と

同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
い
ま
す
。

�

（
会
社
経
営
）

城北とともに
同窓生だより
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用
紙
に
つ
い
て

化
学
部

生
物
部

少
林
寺
拳
法
部

数
学
研
究
部

城 北 同 窓 会 報平成30年４月30日　　第30号 ⑷

　
　

※　

平
成
30
年
6
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　

総

　会　
　
　
　
　

15
時
30
分
〜　

城
北
講
堂

　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ　

16
時
30
分
〜　

城
北
食
堂
（
無
料
）

　
　

※　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
中
高
で
43
名
の
生
徒
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
部
の
方
針
は
東
大

合
格
と
全
国
大
会
優
勝
の
二
本
柱
と

し
、
部
員
一
同
、
日
々
精
進
し
て
い

ま
す
。

　
「
本
気
で
努
力
し
て
、
上
手
く
い

っ
た
と
き
」
は
「
人
生
の
中
で
最
高

に
嬉
し
い
と
き
」。「
本
気
で
努
力
し

て
、
失
敗
し
た
と
き
は
人
生
の
中
で

一
番
悔
し
い
と
き
」。
そ
ん
な
心
に

残
る
瞬
間
を
、
部
活
を
通
し
て
、
一

生
の
仲
間
と
と
も
に
感
じ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
ま
す
。

　

近
年
の
主
な
活
動
の
変
化
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
高
３
夏
の
全
国
大
会

を
も
っ
て
引
退
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
年
前
か
ら
、
高
２
の
３
月
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
を
現
役
最
後
の

大
会
と
し
、
高
３
時
に
は
１
学
期
中

の
み
週
１
回
の
指
導
補
助
に
留
め
、

勉
強
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
実
績
と
し
て
、
昨
年
３
月
に

開
催
さ
れ
た
「
全
国
高
等
学
校
少
林

寺
拳
法
選
抜
大
会
」
で
「
男
子
単
独

演
武
の
部
…
優
勝
」「
男
子
団
体
演

武
の
部
…
優
勝
」
と
、
３
部
門
中
２

部
門
制
覇
し
、
41
年
ぶ
り
の
「
全
国

大
会
総
合
優
勝
」を
果
た
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
競
技
部
は
10
名
強
で
活
動

し
て
お
り
、
日
々
、
ロ
ー
ラ
ー
機
材

を
用
い
た
練
習
や
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
年

２
回
の
合
宿
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
績
と
し
て
は
、
熊
本
県
で
行
わ

れ
た
「
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校

選
抜
自
転
車
競
技
大
会
」
に
出
場
。

さ
ら
に
福
島
県
で
行
わ
れ
た
「
平
成

29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
自
転
車
競
技
大
会
」
に
お
い
て
、

高
校
２
年
生
が
19
位
と
32
位
の
記
録

を
残
し
ま
し
た
。

　

山
岳
ワ
ン
ゲ
ル
部
は
、
２
０
０
０

年
の
ク
ラ
ブ
統
廃
合
の
折
、
そ
れ
ま

　

本
会
報
の
用
紙
は
、

「
株
式
会
社
巴
川
製
紙
所
」
様
よ
り

提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文化祭・芋煮会場にて

文化祭・校門のアーチ

文化祭・芋煮会場

総
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

で
あ
っ
た
山
岳
部
と
ワ
ン
ゲ
ル
同
好

会
が
合
同
し
て
出
来
ま
し
た
。
当
初

少
な
か
っ
た
部
員
は
、
こ
こ
７
～
８

年
で
急
激
に
増
え
、
40
～
50
人
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
体

連
に
は
参
加
せ
ず
「
大
会
」
と
い
う

も
の
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
目
立
つ
成
果
と
い
う
も
の
も
、

と
り
た
て
て
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
12
歳
の
少
年
か
ら
18
歳
の
青
年

ま
で
、
事
故
も
な
く
３
０
０
０
メ
ー

ト
ル
級
の
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に

登
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
な

り
に
生
徒
た
ち
の
努
力
あ
っ
て
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
週
に
３
回
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
月
１
回
の
近
郊
の
山
へ
の
日
帰

り
山
行
、
レ
ベ
ル
別
に
２
組
に
分
け

て
実
施
す
る
夏
山
合
宿
登
山
、
全
員

で
登
る
秋
山
合
宿
登
山
、
卒
業
生
追

い
出
し
の
春
島
（
伊
豆
七
島
）
合
宿

な
ど
、
雪
山
登
山
は
お
こ
な
わ
ず
、

平
地
歩
き
も
含
め
、
多
難
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
経
費
節
減
の
一
環
と

し
て
、
今
ま
で
郵
送
で
お
届
け
し
て

い
た
会
報
誌
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
し
て
頂
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
同
窓
会
員
は
３
万
５
０
０

０
名
弱
、
そ
の
う
ち
住
所
の
判
明
し

て
い
る
会
員
は
２
万
名
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

会
報
誌
の
発
行
は
年
１
回
、
昨
年

度
は
こ
の
郵
送
代
だ
け
で
１
４
１
万

円
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
窓

会
の
年
間
予
算
の
26
%
に
あ
た
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
同
窓
会
（
常
任
幹
事
運

営
委
員
会
）
で
は
経
費
削
減
の
具
体

策
を
検
討
し
、
会
報
誌
の
郵
送
を
60

歳
以
上
の
会
員
に
限
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
報
誌

の
郵
送
代
を
約
90
万
円
節
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
コ
ア
と
な
る
60
歳
未
満
の
会

員
に
、
よ
り
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
大

幅
な
改
訂
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
次
期
総
会
の
了

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
来
年
の
会
報
誌

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

同
窓
会
が
主
催
す
る
、
平
成
29
年

度
ク
ラ
ブ
報
奨
制
度
の
授
賞
ク
ラ
ブ

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
生
徒
の
ク
ラ
ブ
活

動
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
同
窓
会
が

独
自
に
設
け
た
賞
で
、
今
回
で
５
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
授
賞
ク
ラ
ブ
は
文
化
部

か
ら
化
学
部
・
生
物
部
・
数
学
研
究

部
、
運
動
部
か
ら
少
林
寺
拳
法
部
・

自
転
車
競
技
部
・
山
岳
ワ
ン
ゲ
ル
部

の
計
６
ク
ラ
ブ
が
、
学
園
の
推
薦
を

得
て
常
任
幹
事
運
営
委
員
会
を
へ
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
賞
ク
ラ
ブ

に
は
、
希
望
す
る
用
具
・
備
品
の
購

入
代
金
と
し
て
、
文
化
部
５
万
円
、

運
動
部
９
～
10
万
円
の
副
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

生
物
部
は
中
高
合
同
で
活
動
し
て

お
り
、
例
年
の
部
員
数
は
25
名
程
度

で
す
。
火
・
木
・
土
の
生
物
に
関
連

し
た
研
究
活
動
の
他
に
、
長
期
休
み

に
も
研
究
活
動
が
あ
り
、
生
物
の
世

話
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　

春
・
夏
・
秋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
然

観
察
会
と
し
て
、
休
日
に
野
外
活
動

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
他
校
で
行

わ
れ
る
実
験
講
座
へ
の
参
加
、
研
究

発
表
会
で
の
発
表
や
見
学
会
も
毎
年

あ
り
ま
す
。
本
校
文
化
祭
の
研
究
発

表
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
展
示
発
表
と

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
研
究
発

表
を
行
い
、
そ
の
中
の
優
秀
者
数
名

は
、
東
京
生
物
ク
ラ
ブ
連
盟
主
催
の

「
生
物
研
究
の
集
い
」
で
発
表
し
、

毎
年
の
よ
う
に
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
賞
や

フ
ー
ル
ド
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
17
名
、
高
校
生
６
名
の
計

23
名
で
活
動
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
年
間
を
通
じ
た
研
究

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

成
果
は
、
校
外
の
発
表
会
に
参
加

し
、
研
究
者
の
方
々
に
発
表
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
小
学
生
向
け
実
験

教
室
に
参
加
し
、
化
学
の
面
白
さ
を

広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、

「
化
学
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
会
」�

金
賞

「
日
本
水
産
学
会
発
表
会
」�

銀
賞

「
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
」�

金
賞

　

現
在
、
中
学
生
10
名
、
高
校
生
11

名
の
計
21
名
で
活
動
。
勉
強
や
試
験

と
い
っ
た
観
点
か
ら
離
れ
、
数
学
の

面
白
さ
を
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
得
意
、
不

得
意
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
数
学
に

興
味
が
あ
る
者
同
士
が
集
ま
っ
て
、

興
味
を
持
っ
た
分
野
ご
と
に
班
を
つ

く
り
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
転
車
競
技
部

山
岳
ワ
ン
ゲ
ル
部

台
台

●あなたのパソコンを次にクリックしてみて下さい。http://johoku-obkai.com/

〒174-0071 板橋区常盤台 4-31-3
　　TEL 03-3933-3766

北村　實
（16回生）

〒164-0001 中野区中野 2-13-26
☎ 03-6379-8801
www.daizaburo.jp

水泳部OB会城水会幹事長

行政書士事務所大三郎

内野　大三郎
（41回生）

神谷司法書士事務所　神谷行政書士事務所

〒211-0004　 川崎市中原区新丸子東 1-791-3   
朝日サンライズ多摩川 212 号

【事務所】  TEL 044-948-9260　FAX 044-948-9261

司法書士
行政書士 神　谷　　直

相続アドバイザー協議会認定会員
（36回生）

相続の専門家 インテグラル法律事務所
弁護士　西原 正騎（46回生）

〒102-0083　 東京都千代田区麹町 2丁目 12 番 1 号  
VORT半蔵門 2階   
TEL：03（3288）5155   
FAX：03（3288）5220   
E-mail：nishihara＠integral-law.jp

社団法人 東京都宅地建物取引業協会
東京都知事（11）第33527号
株式会社　　 北  八

〒174-0075  東京都板橋区桜川3-21-7 
 （川越街道五本けやき前）

TEL （03）3931-9911
FAX（03）3931-9915

代表取締役　後藤  光典
（31回生）




